










❺

先に掲げたむらづくりの基本柱に基づく総合的なむらづくりを推進する中
で、本格的な人口減少への対応とそれらを補完するための交流人口の増
加をめざすことにより、「むらの活力」の維持・充実や地域の活性化を図り
ます。
また、これまでの「成長型（量的）むらづくり」から「成熟型（質的）むらづく
り」への転換を図り、“ずっと住み続けたい、いつかは住みたい”と思える
魅力あるむらづくりをめざします。

重点施策の考え方

最重点

目 標

1 最重点目標　

● 限られた経営資源の中で最重点目標を達成するためには、施策の垣根
を越え、連携し、一つのまとまりのある事業を先導的・優先的に推進し
ていくことが必要であり、そのため「重点施策」として位置づけ事業展開
を進めます。

● 「重点施策」は、実行計画を基本としつつ、社会経済情勢の変化に応じ、
施策の継続性も考慮しながら毎年度見直します。

● 「重点施策」を実行するには、実行できる推進体制を構築する必要があ
ります。そのため、適宜必要に応じ、庁内プロジェクトチームを発足する
など、推進体制の強化を図ります。

2 重点施策の推進

『人口の維持』・『地域の活性化』



❻
これら３つの重点施策を基本とし、今後のむらづくりや社会経済情勢などの動向を踏まえ、適宜事業の見直しや新たな取り組みを検討します。

最重点目標 『人口の維持』・『地域の活性化』

人口減少に歯止めをかけ、誰もが
住みたいと思える魅力ある生活
環境の形成をめざします。

重点
施策

住みたい“むら”プロジェクト
～住環境対策～

考えられる施策

◆ 地域活動への支援

◆ 雇用確保のための企業誘致

◆ 公共交通の検討

◆  定住策の推進

◆  地産地消の推進  など

にぎわいと活力を創出するため、
自然資源と歴史資源を「観光資
源」として活用させ、本村の魅力
を最大限に引き出し、交流人口の
増加をめざします。

重点
施策

交流人口増加プロジェクト
～活性化対策～

考えられる施策

◆ 農業体験による交流

◆ 金剛山を拠点とした
　 観光産業の展開

◆ 村民大学の開講

◆ 大都市圏からの観光客誘致  など

持続的かつ発展的な繁栄を実現
するため、これからの本村を担っ
ていく子どもたちが元気に育って
いく環境整備をめざします。

重点
施策

次世代育成プロジェクト
～子育て対策～

考えられる施策

◆ 幼・小・中一貫教育の推進

◆ 子育て支援策の充実

◆ 食育の推進  など
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